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標準化戦略を考えるフレームワーク

・・・

主な
内容 加

速
化

深
刻
化

Why

• 日本の産業・企業に
求められる「市場
創出」と、そのための
イノベーションに不可欠
なツールとして活用

Who

論点 なにを
目的として

誰が、
誰と組んで

• 企業のほか、政府・
支援機関の三者が
主なプレイヤー

• 我が国は、政府・
支援機関を含めた
エコシステムが欠落

What

• デジタルやサステナ
潮流で、対象が
多層化しつつある

• 上位層 (理念や
アーキテクチャ) に
重心がシフト

なにを
対象として

How

• ビジネスプロセスと
ルールプロセスが
絡まり合う構図

• 我が国は、戦略を
欠いたまま標準化を
進める傾向

どのような
手順で

標準化戦略を巡る課題認識2標準化戦略の必要性1

表
面
化

ルール/標準の
活用を目指すのか

ルール/標準の
活用を行うのか

ルール/標準が
作られるのか

ルール/標準の
活用を進めるのか
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標準化戦略の本質的な課題は、ビジネスプロセスにこそある
ルール形成のプロセス

川上:
戦略策定

川中: 
ルール形成

川下: 
事業展開

ビジネス戦略を
策定し、その効果
を高めるルールを
検討

ルールの案を作成
し、議論の場に
持ち込み交渉

形成したルールに
基づき、事業を
展開・投資を回収

事業展開

サーキュラーエコノミーの進展とともに、廃棄物事業の売上高
が倍増
• 8.5 billion € (2014年)

→16 billion € (2022年)

規格普及 / 適合性評価

環境ラベルの試験導入の実施等の普及促進に向けた取組みが
進行中
• 2020年~2021年にかけて、民間提案の食品環境ラベルに
おいて18個の実証PJ実施 (エコ・スコア 等)

規格策定 / 標準化活動
国内・国際でのルール形成を促進
• 国内規格 (XP X30-901) を策定
• 国際標準では、ISOのTC323でサーキュラリティの評価手法や
二次原料取扱原則について議論

• 仏循環経済法により、マーク・ラベルの表示システム等を制定

ルール形成戦略 / 標準戦略策定
リサイクルに適した環境配慮設計を標準化し、規制引用で普及を
促進
• リサイクルしやすい設計基準の標準化等
• 基準を満たすマーク・ラベル表示の規制引用による強制化等

: サーキュラーエコノミーにおける
仏ヴェオリアの事例

出所: Veolia HP、経済産業省資料、AFNOR HP、日経クロステック、JETRO、JETRO

• 規格・標準を含めたルールの戦略的活用は、「戦略策定」、「ルール形成」、「事業展開」の一連の流れで進められる
• この流れは、ビジネス戦略とルール形成戦略（デファクト化含む）を基点とする二つのプロセスが、絡まり合って進むものと捉えることができる

事業戦略  / 競争戦略策定
環境設計部分をルールで押さえ、バリューチェーンのゲーム
チェンジを狙う
• 静脈産業における競争優位を基に、動脈産業への
波及をはかる

ビジネス戦略 ルール形成戦略

https://www.veolia.com/en
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/junkai_keizai/pdf/002_03_00.pdf
https://www.afnor.org/en/news/practical-guide-circular-economy/
https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/01278/00006/
https://www.jetro.go.jp/biz/areareports/special/2020/0601/d20d98ef8e3131f1.html
https://www.jetro.go.jp/biz/areareports/2022/a8d0750881d0c9e8.html
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Beyond 5Gの標準化においても、「どこで稼ぐのか」 の事業戦略
を明確にした上で臨むことが望ましい
通信標準化を活用した場合の事業戦略の主なパターンの幅

オープン・
クローズ戦略

• 国際標準化を通じて新市場を立ち上げつつ、隣接/付随する製品・サービスの市場で稼ぐ
– その製品・サービスとは（機器・部品、ソフトウェア…）？
– オープン・クローズ戦略をベースとしたエコシステム内で差別化できるという根拠は？

市場形成
戦略

• 国際標準化を通じて新市場を立ち上げ、通信サービス市場そのもので稼ぐ
– 海外展開/外貨獲得の見通しは？

ライセンス
戦略

• 標準必須特許（SEP）のライセンシングで稼ぐ
– SEPとなりうるる技術はあるか？ パテントプール等の陣営形成 / 執行戦略はあるか？

試験・認証
戦略

• 通信規格を標準化して新市場を立ち上げつつ、当該規格への適合認証・試験サービスで稼ぐ
– インパクトのある事業スケールたり得るか？ 海外展開 / 外貨獲得の見通しは？
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